
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青松園Ａ 先手、先手で得点を重ねたジャガーズが快勝！ 

和白新町パイレーツ（４敗）  ０１１０１ ３  沖田●、八坂－小林 

塩浜ジャガーズ（２勝２敗１分）２１０２× ５  小関○－猪野 

３ＢＨ：一ノ瀬(塩浜ジ）２ＢＨ：沖田（新町パ）盗塁：今村（新町パ）一ノ瀬（塩浜ジ） 

一回表和白新町パイレーツは、塩浜ジャガーズ小関投手の前に三者凡退。一方ジャガーズは、先頭・一ノ瀬選

手の打球がショート頭上をかすかに交わし、左中間を抜ける三塁打。さらにセンターからの返球が悪送球となり

１点を先制。パイレーツ先発の沖田投手は、四球やＷＰなどで波に乗れず初回に２点を献上。二回表パイレーツ

は、ジャガーズの２失策、ＷＰなどで二死二三塁のチャンスを得ると、田中選手の内野安打で１点を奪い返し１

点差に詰め寄る。しかし二回裏、二死二塁でまたもやジャガーズ一ノ瀬選手にタイムリーヒットを打たれ１点を

返された。パイレーツはしぶとく三回表にも今村選手のタイムリーで１点差に詰め寄るが、四回裏にパイレーツ

は、末永選手のタイムリーなどで点差を広げる。パイレーツは五回表に先頭打者が出塁すると、沖田選手のタイ

ムリー二塁打で１点を返すもののここまで。今日の試合は、初回に運も味方につけたジャガーズが簡単に１点を

奪い、流れを引き寄せた。その後、パイレーツは何度も１点を返すものの、その都度引き離されるなど一度もリ

ードを奪えなかった。流れに乗ったジャガーズが最後まで主導権を渡さない試合であった。 

（記事・写真：三笘フレンズ 肥喜里 一征） 

今週のベストショット 

令和元年６月２３日 

青松園Ｂ ソルトベイスターズ 対 雁の巣ライナーズ 

２ＨＲで今季チーム初勝利に貢献した雁の巣ライナーズ五番・正内選手。 

写真：奈多クラブ 今林 辰也 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

完投勝利のジャガーズ小関投手。 パイレーツ先発、沖田投手。 

一回表、軽快な動きを見せるジャガーズ末永選手。 二回表、しぶとく内野安打を放つ田中選手。 

二回表、田中選手の内野安打で１点を返すパイレーツ。 二回裏、すかさずタイムリーで１点を返す一ノ瀬選手。 

三回表、鋭いバッティングを見せるパイレーツ今村選手。 三回表、センターへのタイムリーを放った今村選手。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青松園Ｂ ＨＲ３発で雁の巣ライナーズ大勝！！ 

ソルトベイスターズ（１勝３敗）０１０００００ １  ●小山−大門 

雁の巣ライナーズ （１勝３敗）３３１０１０× ８  ○有馬−鳥越 

ＨＲ：正内２、明瀬（雁の巣）２ＢＨ：今林颯汰、宇野（雁の巣）盗塁：中村２（ソルト） 

一回裏ライナーズは、鳥越選手のタイムリーヒットと正内選手の２ランにより幸先良く３点を先制し、一回表

を三者凡退に抑えた有馬投手を援護した。二回表ソルトベイスターズは、中村選手の２盗塁でチャンスを作り、

軽快な動きも負けていないパイレーツ八坂三塁手。 四回裏、ライト前にはじき返す石内選手。 

 

四回裏、駄目押しとなるタイムリーを放つ末永選手。 四回裏、センター白岩選手から見事なバックホームで追加点を

阻止するパイレーツ。 

五回表、まだ負けじとセンター前へ弾き返す小林選手。 最終打者の打球を確実に捕球ジャガーズ石内選手。 



馳川選手のタイムリーで１点を返す。二回裏ライナーズは、鳥越選手の２点タイムリー等で３点を追加する。三

回表、ライナーズは四球とヒットでピンチを招く。ここで得点を許すと流れがソルトベイスターズに大きく傾く

ところ。続く中村選手の当たりはセンター前へのタイムリーヒットと思われたが、ライナーズセンター正内選手

がスライディングキャッチのファインプレーでピンチを凌ぐ。その後ライナーズは、三回に明瀬選手、五回には

正内選手の今日２本目となるソロＨＲで２点を加え、試合を決定づけた。終わってみれば、緩急をうまく使い被

安打２に抑えた有馬投手と、正内選手の攻守に渡る大活躍により、効率的に得点したライナーズが大勝した。 

（記事：奈多クラブ 今林 康司、写真：今林 辰也） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雁の巣ライナーズ先発の有馬投手。 

 

ソルトベイスターズ先発の小山投手。 

 

一回裏、鳥越選手のセンター前先制のタイムリー。 

 

一回裏、正内選手、レフトへ今日 1 本目のＨＲ。 

 

二回表、二盗三盗を決めるソルト中村健一選手。 二回裏、鳥越選手のヒットで明瀬選手に続きホームに向かう

今林颯太選手。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雁レク軟式４ 一点を争う好ゲームも決着つかず！ 

三友クラブ （３勝１敗１分）０４０００ ４  足達、矢野△－谷崎 

新町ウインズ（１勝３敗１分）１２０１０ ４  藤田△－吉浦 

ＨＲ：今林(新町ウ)３ＢＨ：足達(三友ク) ２ＢＨ：桐島、泉(太)(新町ウ) 盗塁：桐島、安藤(一)(新町ウ) 

三回表、三振に終わるベテラン森選手。 

 

三回表、一塁ベース直撃ヒットの小山選手。 

 

三回裏、センターの拙い守備にも助けられたＨＲの明瀬選手。 

 

五回裏、正内選手今度はセンターへ今日２本目ＨＲ。 

 

今日のヒーロー左から正内選手・有馬投手・何故か監督・明瀬選手。 

 



新町ウインズ藤田投手、三友クラブ足達投手の両先発でスタートしたこの試合。一回表の藤田投手の立ち上が

りは一、二番に連続四球を与え、いきなりピンチを迎える。が、続く三、四番を連続三振、五番をセカンドゴロ

に抑え、苦しい立ち上がりを無失点で切り抜ける。その裏のウインズの攻撃、四球で出塁した安藤(一)選手がす

かさず盗塁すると、２つのバッテリーミスの間に生還し、足で先制点を奪う。尚も一二塁のチャンスだったが、

ここは足達投手が見事連続三振を奪い最少失点で切り抜ける。嫌な形で先制を許した三友クラブだったが、二回

表にすぐ反撃に出る。エラーで出塁したランナーを１人置き、九番足達選手が自ら失点を取り戻す値千金の同点

タイムリー三塁打を放ち、すぐさま同点にすると、続く一番平田選手が技ありのスラップで叩きつける内野安打

で逆転に成功する。その後、三番中内選手がレフトへ２点タイムリーを放ち、この回４点を返す。これで流れは

三友に傾いたかと思われたが、その裏ウインズは、２つの四死球でランナーを出した場面で、一番桐島選手がシ

ョートの頭を超える鋭いライナーの２点タイムリー二塁打で一点差に詰め寄り、試合の主導権を渡さない。さら

に四回裏、一死後この日九番に入った強打者今林選手が右中間へ大きな打球を放つ。センター中内選手が懸命に

追うもあと少し届かず、そのままランニングホームランでウインズが同点とする。 

時間的に最終回となる同点で迎えた五回表、三友クラブはエラーと内野安打で二死一二塁のチャンスを作るが、

尻上がりに調子を上げ、二回以降立ち直った藤田投手の前に三振に打ち取られ無失点に終わる。三友クラブは何

とか引き分けに、ウインズはサヨナラ勝ちで終わらせたい五回裏は、四番吉浦選手が強烈な打球で名手平田選手

のグラブをはじき出塁すると、パスボールで二塁まで進み一打サヨナラの場面を作る。しかし、続く打者は途中

登板の矢野投手の力のあるボールに詰まらされ、内野フライ２つに抑えられゲームセット。最後まで行方の分か

らない試合は引き分けで終わった。１点を争う好ゲームだったが、両チームに要所でミスが目立った試合だった

と感じ、１つのミスで試合の行方が大きく変わってしまうこともあると改めて感じる試合であった。 

(記事・写真：三苫ホーネッツ 井手 涼次朗) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新町ウインズ先発の藤田投手。 力強いスイングでタイムリーを放つ三友クラブ中内選手。 

三友クラブ先発の足達投手。 勝ち越しのスラップを決める三友クラブ平田選手。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奈多グラウンド 制球力 

ブルーマーリンズ （５敗）１００４２ ７  佐藤●－横山（健） 

奈多サンデーズ（３勝２敗）０９００× ９  塚本○、古賀、江口－野々下（利）、神田 

２ＢＨ：児玉、井上（陽）(ブルー) 八島(奈多サ) 

 初回、ブルーマーリンズ先頭の児玉選手が奈多サンデーズ先発の塚本投手の球を捉え一塁線を抜く二塁打を放

ち出塁すると、続く末松選手の打球はライトへ飛ぶ。するとライトがエラーしている間に児玉選手が返ってブル

ーマーリンズが先制する。その裏サンデーズは、二死から三番四番がヒットで出塁するも得点には繋がらず攻撃

を終えた。しかし二回裏、サンデーズはブルーマーリンズ先発の佐藤投手の制球が突然定まらず、四死球等で塁

を埋めると、九番山田選手の２点逆転タイムリーなど打者一順で９得点のビッグイニング。このまま大差で試合

が終わると思われた四回表、この回から代わったサンデーズ古賀投手の制球が定まらず、四死球等で４失点。４

点差に縮めた最終回、ブルーマーリンズはサンデーズ三番手江口投手から四球で出たランナーをヒットで返し、

２点差とする。一死二三塁でこの試合２安打の一番児玉選手の打球がライトへ。途中交代のサンデーズ田浦右翼

手が捕球するとストライクの好返球でホームタッチアウト！そのままゲームセットとなり９対７で奈多サンデ

ーズが勝利を収めた。 (記事・写真：三苫三球会 半田 晃大) 

 

 

強烈なタイムリー二塁打を放つウインズ桐島選手。 

 

二塁打でチャンスを作るウインズ泉(太)選手。 

途中登板の三友クラブ矢野投手。 四回裏、同点ホームランを放つウインズ今林選手。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奈多サンデーズ先発の塚本投手。 一回表、先制のホームを踏む児玉選手。 

四回表、２点タイムリーを放つ佐藤選手。 四回裏、「代打俺」で二塁打を放つ八島監督。 

「代打俺」の監督同士で握手。 

逆転打の山田選手（中）、見事な捕殺を見せた田浦選手（右）。 

五回表、ホームタッチアウトでゲームセット。 試合後に「代打俺」の監督同士の握手。 


